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司 
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責

任

者 

編
集
委
員
会

花尻町内会のホーム ページを見ましょう！ 
 
この度、電子町内会システムはドメインを変更しました。 
 
それに伴い花尻町内会の新ドメインに移転しました。 
 
新しいＵＲＬは、http://townwed.e－okayamacity.jp/hanajiri/です 
 
 ※原稿をお寄せ下さい。身近なもので結構です。 
  毎月末にホームページの編集委員会を行っています。 

 

桜
も
満
開
の
時
期
と
な
り

ま
し
た
。 

 

こ
の
時
期
は
町
内
会
や
各

団
体
の
総
会
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。 

 

花
尻
町
内
会
は
４
月
22
日

(

土)

午
後
７
時
よ
り
平
成

18
年
度
総
会
の
予
定
で
す
。 

  

総
会
準
備
の
町
内
会
役
員

会
は
４
月
１
日(

土)

と
４
月

８
日(

土)

の
２
回
行
う
予
定

で
す
の
で
、
理
事
・
土
木
員

の
方
は
ご
出
席
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
総
会
当
日
は
会
場

設
営
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役

員
の
方
は
午
後
６
時
頃
集
会

所
に
ご
集
合
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

町
内
の
各
団
体
も
平
成
18

年
度
の
新
役
員
が
次
々
と
決

ま
っ
て
い
ま
す
。 

  

そ
し
て
、
４
月
は
入
学

式
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。 

 

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

の
入
学
式
の
予
定
は
吉
備

中

学

校

が

４

月

11
日

（
火
）
、
陵
南
小
学
校
が

４
月
12
日
（
水
）
、
陵
南

幼
稚
園
が
４
月
13
日
（
木
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

旧
役
員
の
方
は
一
年
間 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
新
役
員
の
方
は
一
年

間
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
町
内
会
理
事
、
土
木

委
員
は
今
年
、
役
員
改
選
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
市
の
任
命
で
あ

る
「
水
利
土
木
委
員
」
は
今
年

が
改
選
の
年
で
す
。
引
き
続
き
、

現
任
の
板
野
實
さ
ん
に
引
き
続

き
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
水
利
土
木
監
督
員(

幹

線
水
路
の
座
主
川
・
馬
屋
郷
用

水)

は
長
櫓
薫
さ
ん
か
ら
板
野

護
さ
ん
に
交
替
し
ま
し
た
。
長

櫓
薫
さ
ん
に
は
長
年
に
わ
た

り
、
お
世
話
に
な
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

新
し
い
班
長
の
方
は
「
市
民

の
ひ
ろ
ば
」
「
町
内
新
聞
」
等

の
配
布
物
は
５
月
よ
り
配
布

を
お
願
い
し
ま
す
。 

県
民
局
と
笹
ヶ
瀬
川

改
修
、
馬
屋
郷
用
水

(

笹
ヶ
瀬
川
沿
い
の
水

路)

に
つ
い
て
協
議 

 

笹
ヶ
瀬
川
改
修
に
伴

い
、
み
ど
り
町
東
端
の
馬

屋
郷
用
水
路
の
改
修
が

行
わ
れ
ま
す
。
今
ま
で
町

内
一
斉
清
掃
の
時
も

「
近
々
改
修
を
行
う
」
と

い
う
こ
と
か
ら
用
水
の

清
掃
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。 

 

こ
の
度
、
岡
山
県
は

「
実
施
設
計
を
行
い
、
早

急
に
改
修
計
画
を
ま
と

め
た
い
」
と
の
意
向
で

す
。 

 

町
内
会
と
し
て
４
月

上
旬
に
改
修
方
法
を
県

民
局
に
示
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

良
い
案
が
あ
れ
ば
お

聞
か
せ
下
さ
い
。 

 

３
月
５
日
（
日
）
陵
南

小
学
校
体
育
館
で
行
わ

れ
た
第

25

回
卓
球
大

会
で
花
尻
チ
ー
ム
は
初

戦
平
野
団
地
チ
ー
ム
を

５
ー
０
で
下
し
、
２
試
合

目
も
陵
南
み
な
み
チ
ー

ム
に
３
ー
２
で
辛
く
も

勝
利
し
、
２
勝
０
敗
で
決

勝
戦
に
進
み
白
石
西
チ

ー
ム
と
対
戦
し
ま
し

た
。 

 

決
勝
戦
ら
し
い
接
戦

と
な
り
ま
し
た
が
、
見

事
３
ー
２
で
勝
ち
、
優
勝

し
ま
し
た
、 

 

当
日
出
場
さ
れ
た
選

手
・
体
協
役
員
の
皆
さ

ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 
 
 

【
親
和
会
ら
の
お
知
ら
せ
】 

一
、
会
員
の
募
集
に
つ
い
て 

 
 

親
和
会
に
入
会
し
ま
せ
ん
か
。
60
才
以
上 

（
昭
和
20
年
以
前
の
生
ま
れ
）
の
人
で
す
。 

 
 
 

囲
碁
、
将
棋
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
の
ほ
か
、 

お
宮
、
公
園
、
集
会
所
の
清
掃
、
健
康
教
室
の 

開
催
、
そ
し
て
、
日
帰
り
の
親
睦
旅
行
、
花
見
、

忘
年
会
等
多
く
の
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 
 

会
費
は
年
１
，
０
０
０
円
で
す
。
ご
希
望
の
方
は

親
和
会
会
長
（
則
武
虎
政
）
二
五
二
ー
一
七
五
九

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

二
、
花
見
の
開
催
に
つ
い
て 

 
 

①
日
時 

４
月
７
日
（
金
）
午
前
11
時
30
分
〜 

 
 

②
場
所 

神
道
山
第
二
駐
車
場 

③
会
費
千
円 

三
、
公
園
の
除
草
薬
散
布 

 
 

①
日
時 

４
月
17
日
（
月
）
午
前
７
時 

 
 

②
場
所 

あ
か
ね
・
き
き
ょ
う
の
両
公
園 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
勝
ち
抜
き 

優
勝
を
飾
っ

皆
さ
ん 

た
出
場
選
手
の 

こ
の
度
改
修
さ
れ
る
馬
屋
郷
用
水
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続
い
て
、
庭
瀬
出
張
所

の
黒
崎
さ
ん
、
花
尻
消
防

団
の
赤
井
さ
ん
よ
り
ご
挨

拶
を
受
け
ま
し
た
。 

 

最
後
に
赤
井
副
会
長
の

閉
会
の
挨
拶
で
入
退
団
式

は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

屋
外
で
の
行
事
は
雨
天

の
為
一
部
中
止
し
ま
し
た

が
、
は
し
ご
車
へ
の
試
乗

は
予
定
通
り
行
い
、
多
く

の
方
が
乗
っ
て
い
ま
し

た
。 

ま
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
と
町
内
会
が
出
店
し

た
店
は
大
盛
況
で
し
た
。 

中塚消防局長、市川中署補佐、中署庭瀬出張所、花尻消防団、育
成会、町内会三役及び各団体役員、そして、少年消防クラブ員が
参加して行われた花尻少年消防クラブ入退団式(写真上)とききょう
公園で行われたはしご車に試乗して子ども達は大喜び。焼きそば
や綿菓子、ポップコーンの出店もあり大盛況でした(写真下) 

 

去
る
３
月
18
日
（
土
）

午
前
10
時
よ
り
町
内
集

会
所
で
、
花
尻
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
入
退
団
式
が
、

中
塚
消
防
局
長
、
中
署
市

川
副
署
長
、
庭
瀬
出
張
所

の
黒
崎
さ
ん
、
花
尻
消
防

団
、
町
内
会
、
育
成
会
を

始
め
関
係
団
体
の
皆
さ

ん
と
４
〜
６
年
生
の
児

童
33
人
が
出
席
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

大
き
な
綿
菓
子
が
で
き
ま

し
た
。 

も
う
一
年
生
に
な

っ
て
も
大
丈
夫
で

す
。
先
生
も
応
援
し

て
い
ま
す
」
と
の
お

祝
い
の
こ
と
ば
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
来
賓
を

代
表
し
て
陵
南
小

学
校
の
山
田
校
長

先
生
と
竜
門
美
奈

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
さ

ん
よ
り
お
祝
い
の

こ
と
ば
が
あ
り
ま

し
た
。
次
に
年
少
の

園
児
よ
り
お
別
れ

の
歌
と
こ
と
ば
が

テ
ー
プ
で
流
さ
れ

ま
し
た
。 

 

西村園長先生より卒業証書を受け取る園児 「
お
め
で
と
う
」
の
声
に

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
元
気
な
大
き
な
声

で
返
事
を
し
、
卒
業
証
書

を
受
け
取
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

次
に
園
長
先
生
か
ら

「
こ
の
二
年
間
、
よ
く
頑

張
り
ま
し
た
。 

 

入
退
団
式
は
楠
木
会
長

の
司
会
で
始
ま
り
ま
し

た
。
ま
ず
、
中
塚
消
防
局

長
、
中
消
防
署
の
市
川
補

佐
よ
り
ご
挨
拶
を
受
け
ま

し
た
。
次
に
こ
の
度
退
団

す
る
６
年
生
に
市
川
補
佐

よ
り
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
入
団
者(

４

年
生)

に
は
手
帳
と
バ
ッ

チ
が
代
表
者
に
渡
さ
れ
ま

し
た
。 

 

次
に
卒
園
児
全
員
が
保
護

者
の
方
へ
向
き
、
二
年
間
の

幼
稚
園
生
活
の
思
い
出
や
先

生
や
地
域
の
人
、
家
の
人
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
語
り
、

最
後
に
お
別
れ
の
歌
を
歌
い

ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
閉
会
の
こ
と
ば
、

全
員
で
礼
を
し
た
後
、
保
護

者
を
代
表
し
て
西
尾
さ
ん
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
午
前
11
時

10
分
頃
卒
業
式
は
無
事
終
わ

り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
園
庭
に
集
合
し
、

保
護
者
に
手
を
引
か
れ
園
を

後
に
し
ま
し
た
。 

ま
た
、

園
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
記

念
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

ご
卒
業
さ
れ
た
皆
様
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

陵
南
幼
稚
園
を
後
に
す
る
児
童
達 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
３
月
15
日(

水)

の
陵
南
幼
稚
園
・
あ

い
に
く
の
雨
模
様
だ
っ
た
３
月
16
日
（
木
）
の
吉
備
中

学
校
・
天
候
も
回
復
し
た
３
月
17
日(

金)

に
は
陵
南
小

学
校
で
卒
業
式
が
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

３
月
15
日
（
水
）
陵
南
幼

稚
園
の
卒
業
式
が
園
児
、
保

護
者
、
来
賓
約
２
２
０
人
が

出
席
し
、
午
前
10
時
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
ず
全
員
で
礼
を
し
て
か

ら
、
卒
業
証
書
授
与
に
移
り

ま
し
た
。
や
ま
組
か
ら
順
番

に
名
前
が
呼
ば
れ
、
一
人
ひ

と
り
に
園
長
先
生
か
ら
の 

陵
南
幼
稚
園
で
は
９
９
人
の
園
児
が
卒
業 

  

一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
る 

は
し
ご
車
乗
っ
て
大
喜
び 
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な
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
お

祝
い
の
こ
と
ば
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
平
井
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
よ
り
は
な
む
け
の

こ
と
ば
が
あ
り
、
次
に
在

校
生
を
代
表
し
て
吉
岡

い
く
み
さ
ん
よ
り
送
辞
、

卒
業
生
を
代
表
し
て
服

部
美
要
さ
ん
か
ら
答
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
卒
業
式
の
歌

（
旅
立
ち
の
日
々
）
を
歌

い
、
午
前
11
時
過
ぎ
に

式
典
は
無
事
終
了
し
ま

し
た
。 

写
真
左
は
会
場
の
後
方
に
掲
げ
ら

れ
た
手
作
り
の
「
モ
ザ
イ
ク
貼
り

(

体
育
大
会
の
写
真)

」
大
き
さ
は
約

タ
テ
５
ｍ
、
ヨ
コ
８
ｍ
。
３
㎝
四
角
の

色
紙
が
一
万
枚
以
上
使
わ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
写
真
は
保
護
者

に
向
か
っ
て
「
卒
業
の
歌
」
を
歌
う

卒
業
生
の
皆
さ
ん 

 

陵
南
小
学
校
の
卒
業
式
は

晴
天
の
中
、
３
月
17
日(

金)
 

午
前
10
時
よ
り
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

卒
業
生
が
盛
大
な
拍
手
の

中
入
場
し
式
典
は
始
ま
り
ま

し
た
。
開
会
の
言
葉
、
国
歌

斉
唱
と
続
き
、
卒
業
証
書
授

与
に
移
り
、
卒
業
生
一
人
ひ

と
り
に
山
田
校
長
よ
り
卒
業

証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
く
学
校
長
の
こ
と
ば
で

は
山
田
校
長
よ
り
「
私
も
６

年
前
に
一
緒
に
入
学
し
、
一

緒
に
卒
業
す
る
。
皆
さ
ん
に

は
①
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ 

②
命
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い 

③
今
を
大
切
に
し
て
欲
し
い

…
以
上
の
三
つ
の
こ
と
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
板
野
Ｐ
Ｔ
Ａ
会 

長
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
が
述 

 

吉
備
中
学
校
の
卒
業
式

は
雨
模
様
の
中
、
３
月
16

日(

木)

開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

午
前
10
時
前
に
は

卒
業
生
２
２
０
人
が
拍
手

で
入
場
し
ま
し
た
。 

  

式
は
開
会
の
こ
と
ば
、

君
が
代
・
校
歌
斉
唱
と
続

き
ま
し
た
。
次
に
卒
業
証

書
授
与
に
入
り
、
校
長
先

生
が
見
守
る
中
、
７
ク
ラ

ス
の
担
任
の
先
生
よ
り
一

人
ひ
と
り
に
声
を
掛
け
な

が
ら
、
卒
業
証
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
学
校
長
式
辞
に
移

り
、
岡
本
校
長
先
生
よ
り

「
３
年
間
は
皆
さ
ん
の
支

え
で
平
和
な
学
校
、
元
気

な
学
校
だ
っ
た
。
修
学
旅

行
は
一
人
ひ
と
り
が
役
割

を
持
ち
、
目
的
を
達
成
し

た
喜
び
を
感
じ
た
。
３
年

前
に
『
自
立
と
は
自
分
の

判
断
で
行
動
す
る
こ
と
』

に
つ
い
て
話
を
し
た
。
自

立
を
す
る
た
め
に
三
つ
の

こ
と
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

一
つ
に
自
分
探
し
を
し
よ

う
。
二
つ
に
心
配
り
を
行 

う
。
三
つ
に
求
め

る
の
で
は
な
く
捧

げ
よ
う
。
」
と
の

は
な
む
け
の
こ
と

ば
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

続
い
て
教
育
委

員
会
を
代
表
し
て

内
田
教
育
長
さ
ん

よ
り
「 

豊
か
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
大
切
。
多
く

の
人
の
意
見
に
耳

を
傾
け
る
事
が
大

事
。
社
会
の
主
体

的
な
担
い
手
に 

在校生に見送られ、陵南小学校を後に 

歌を斉唱する卒業生たち 

卒業生から贈られた 
校長先生の卒業証書 

べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
卒
業
生
、
在
校

生
、
保
護
者
、
教
職
員
に
よ

る
「
お
別
れ
の
こ
と
ば
」
、

卒
業
生
か
ら
は
６
年
間
の
思

い
出
と
感
謝
の
気
持
ち
が
述

べ
ら
れ
、
在
校
生
か
ら
は
感

謝
の
気
持
ち
が
述
べ
ら
れ
、

「
卒
業
式
の
歌
」
「
一
つ
の

こ
と
」
「
ま
た
会
う
日
ま
で
」

「
流
れ
ゆ
く
雲
を
見
つ
め

て
」
等
の
歌
を
斉
唱
し
ま
し

た
。 

 

卒
業
式
を
終
わ
っ
た
後
、

在
校
生
や
地
域
の
人
に
見
送

ら
れ
懐
か
し
い
陵
南
小
学
校

を
後
に
し
ま
し
た
。 

１
２
８
人
の
卒
業
生

一
人
ひ
と
り
に
校
長

先
生
よ
り
卒
業
証
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た 

担任の先生より一人ひとりに卒業証書が渡されました 

希望を胸に１２８人が巣立つ 素晴らしい卒業式でした 

 多くの保護者、来賓の出席のもと 盛大に開催されました 

   卒業生、保護者の方々！ ご卒業おめでとうございます 

 在校生や地域の人達の見送りを受け小学校を後にしました 

山田校長先生も一緒に入学 一緒に卒業しました  

 卒業生から山田先生に卒業証書と全員の寄せ書きが贈られる 



（４） 第３９２号       町 内 新 聞          平成１８年４月１日  発 行

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
の
模
様
は
、
２
月
22
日

の
ニ
ュ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
「
と

こ
と
ん
情
報
』
の
中
で
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
、
「
公
開
は
と
ぽ
っ

ぽ
」
に
参
加
で
き
な
か
っ
た

方
、
入
会
を
迷
わ
れ
て
い
る

方
、
是
非
一
度
、
見
学
に
来

て
み
て
下
さ
い
。
み
ん
な
で

一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
ま
し

ょ
う
。 

 

【
お
問
い
合
せ
先
】 

吉
岡2

5
5
-
8
9
3
6
 

西2
5
2
-
8
0
8
5

 

去
る
３
月
５
日(

日)

に

吉
備
公
民
館
で
陵
南
つ

ぼ
み
会
に
よ
る
４
歳
児

の
『
卒
業
発
表
会
』
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

は
と
ぽ
っ
ぽ
か
ら
は
、

男
児
２
名
、
女
児
６
名
が

参
加
し
、
「
お
も
ち
ゃ
の

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
」
、
「
し

ま
じ
ろ
う
の
ハ
ッ
ピ
ー

ジ
ャ
ム
ジ
ャ
ム
」
を
披
露

し
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
達
は
、
お
母
さ

ん
手
作
り
の
黄
色
い
耳
、

お
尻
に
は
シ
マ
シ
マ
の

し
っ
ぽ
を
付
け
、
元
気
い

っ
ぱ
い
歌
っ
て
、
踊
り
ま

し
た
。 

会
場
か
ら
は
、

 

去
る
２
月
21
日
（
火
）
、

花
尻
集
会
所
で
「
公
開
は

と
ぽ
っ
ぽ
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
オ
ニ

ビ
ジ
ョ
ン
の
方
々
が
取
材

に
訪
れ
、
い
つ
も
よ
り
に

ぎ
や
か
に
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

子
ど
も
達
は
カ
メ
ラ
が

回
る
中
、
紙
芝
居
を
見
た

り
、
折
り
紙
の
お
ひ
な
様

作
り
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。 

 

花
尻
婦
人
部
は
２
月
27

日
（
月
）
午
前
10
時
よ
り

花
尻
集
会
所
で
「
免
疫
力

を
高
め
る
食
事
と
生
活
」

を
テ
ー
マ
に
、
吉
備
・
陵

南
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
の
村
田
・
矢
部
両
先
生

を
講
師
に
迎
え
、
料
理
実

習
と
勉
強
を
し
ま
し
た
。 

 

ま
ず
免
疫
力
を
低
下
さ

せ
る
要
素
と
し
て
「
老
化
、

過
労
、
ス
ト
レ
ス
、
不
規

則
な
生
活
、 

喫
煙
な
ど
」 

が
あ
る
と
の 

こ
と
で
す
。 

免疫力のある 料理づくりに精を出す生す婦人部の皆さん 

 

３
月
７
日(

火)

に
は
花

尻
集
会
所
で
今
年
度
最
後

の
は
と
ぽ
っ
ぽ
の
活
動

「
お
別
れ
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

お
別
れ
会
で
は
、
卒
会

に
参
加
し
た
子
ど
も
達
の

演
技
を
み
ん
な
で
鑑
賞

し
、
手
作
り
の
ア
ル
バ
ム

と
記
念
品
が
子
ど
も
達
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ケ
ー
キ
と
ジ
ュ
ー
ス

で
乾
杯
し
ま
し
た
。 

 

皆
様
、
一
年
間
ご
苦
労

様
で
し
た
。 

「
上
手
じ
ゃ
な
あ
」
と
大

き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま

し
た
。 

ま
た
、
会
場
の
一
角
に

は
、
愛
育
委
員
の
皆
様
に

よ
り
託
児
所
が
設
け
ら 

れ
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
平
成
18
年
度
の
新

役
員
が
紹
介
さ
れ
、
代
表
し
て

新
会
長
藤
井
さ
ん
よ
り
挨
拶
が

あ
り
、
午
前
11
時
頃
終
了
し
ま

し
た
。 

盛
況
だ
っ
た
公
開
は
と
ぽ
っ
ぽ 

新役員を代表して挨拶するにこにこ班の藤井さん 

会場の一角に設けられた託児所 愛育委員
の皆様で運営 あの手 この手に幼児も満足 

   吉備公民館に 200 人が集う! 

 陵南つぼみ会『卒業発表会』を行う 

 

高
め
る
為
に
は
「
十
分

な
休
養
と
睡
眠
、
適
度
な

運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
、
笑
顔
等
を
毎
日
の

生
活
に
取
り
入
れ
る
こ

と
」
が
大
切
と
の
こ
と
で

す
。 

 

本
日
の
免
疫
力
を
ア

ッ
プ
さ
せ
る
献
立
は
、
黒

豆
ご
飯
、
か
ぶ
ら
蒸
し

(

こ
の
日
は
魚
を
使
っ
て

山
芋
蒸
し
）
、
水
菜
と
も

ず
く
の
酢
の
物
、
け
ん
ち

ん
汁
、
生
チ
ョ
コ
で
し

た
。 

卒
業
発
表
会
で
歌
や
踊
り
を
披
露

す
る
は
と
ぽ
っ
ぽ
の
幼
児
達 


